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第２０回　３月１０日

会員総数 ………………２６名
出免会員 ………………３名
出免出席 ………………３名
基準会員出席 …………１６名
出席率 …………… ７３．０８％

第１８回　２月１７日

欠席会員 ………………７名
内メイクアップ ………０名
修正出席率 ……… ７３．０８％

煙本日
　来賓卓話「職業奉仕と見返りを求めない寄付」

　　（宗）日本聖公会 北海道教区

　　司祭（牧師） 留萌キリスト教会　木村　夕子 師

煙次週予定
　－法定休会－

会員誕生日

　青　山　貴　幸

　村　松　博　士

結婚記念日

　燕　　　美　雪

　松　本　光　浩

（第２０号・第２１号）合併号

１．２月１９日産業会館議員会議室にて第９回定

例理事役員会を開催致しました。３月４月の

プログラムの承認、夜間例会の自粛、会計報

告の承認を行いました。

　　また、地区大会の参加は会長幹事、次年度

会長幹事、次年度ガバナー補佐の５名の参加

と一般会員のオンライン参加で対応する事を

確認致しました。

２．残念なお知らせです。妹背牛ロータリーク

ラブが今年度６月をもちまして、解散すると

の連絡がありました。妹背牛クラブは深川ク

ラブをホストクラブとして昭和４２年１月１８日

誕生し、５４年間の活動をして参りました。大

変残念ですが、皆様にお知らせいたします。

・地区大会に関するアンケートのご協力ありが

とうございました。登録に関する手続きが終

了いたしましたのでご報告致します。

・嘉門さん、ようこそ留萌ロータリークラブへ。

本日はよろしくお願いします。　 　辻本会長

・嘉門さん、お越し頂きありがとうございます。

本日はよろしくお願いします。　 燕幹事

・嘉門さん、ようこそ留萌クラブへ。本日の卓

話よろしくお願い致します。　　 関野会員

・今日の卓話楽しみです。　　 福士会員

　前　回　　３６５，０００円

　今　回　　　６，０００円

　累　計　　３７１，０００円

会長報告 ・・・・・・・・・・・・・・ 幹事報告 ・・・・・・・・・・・・・・

ニコニコＢＯＸ ・・・・・・・・



来賓卓話「新規就農について」　
　　 　

　本日は ある留萌ロータリークラブにお

きいた き にありがとうございます。

　自 させていた きますと、 は ３８

、 に して６年 になります。今まで

な事に ン しまして、 年度２０２０年

に 地区にて させていた き

ました。お として ーしました。な

な のりが長く、も しい日 を ごし

ましたが、 て 嘉門 のお です と

るお が誕生致しました。

　 は で、 業 ア リ に留

を致しました。 でも活 できる 間にな

りたい との い らア リ に しまし

た。 に 業という に を ちまし

て、 が 業したいという事で の会 を

手 いながら のお手 いをして、イン

ター トで る事を して で ごし、

その 会という事で を 、日本 地

を する を て、ここは らし ろ

ういう事で、 自 の自 に回 と う 、自

の で らしていく事が な での解

であり あり、 て行きたい事という

事で、自 らしを 、その を こにし

よう とた り いたのが でございまし

た。地 おこし協力 な の活動を て

ーとなりました。

　 な に行 てきましたが、 で大

変な 事が こりました。ア リ へ て

９．１１、 ー ークでの ロが こり、

業前 にリー ン クがあり、

うん んという事もあ たのですが、大 業

も できないとの いがあり、 へ て

て らインター トで 業 と ており

ましたが、その に３． の 日本大 が

こり、お を ていても うにもならないと

の いもあり、 間ではありましたが そ

のものが し、あら るものが する

があり、今 の ロナ もあり、自

もあり、こ ら う生きていこう 、 生

という 生きている間の 間を のように ご

していこう という事を で させら

て今 に ります。

　大 は で、 開 を してお

りました。まさにグローバ リ ムというもの

が大 して て、グローバ 会で ができる

という事を してきたのですが、この に、

たしてグローバ というものが の にと

て いの という事に を き、開 という

が たして なの という事にも を

たりもしまして、大きな に ても

の を変 る事が２０ ３０ では そうもない

と て、 さなスケー で 業という に

を ちました。 ア リ では、 イクロ

トの ・ イ であ たり、ア プ の

ス ーブ・ ブ が さ ておりまし

たが、 イスブ クの ーク・ ーバー

グであ たり、日本ではホリ ンな がそう

ですが、 い が な事業によ て を

解 したり、楽しくする、 にするという活

動をさ ていて、そのような事に を ち、

でインター トという インで し

ておりました。 は へ して行こう

という事で、 自 は へ行 たり、 へ

行 たり、 トナムへ行 たりと、 開と

いう をインター トで行 る事を しな

がら事業を手 ておりました。

　 と の に、 ラ にト ング行

こう へ行こう の の で、

は ちらも行 た事が いが が 対 い

という事で行く事にしました。その に が

せ が自 という事に関して、今まで

は であ たり、 スの での で

してい ると ていたのが、 う

を させていた きました。 大 の

に、今まで で る ろうと てい

た プランが お しいと 、こ

はあまり く いなという を てしまい

ました。

　一 は、自 は でし ない自 、スー

ー ら が る、 ン ンスストア

らも が る。自 がその日 る でさ

確 するのを うしていこう という で

あ たりで、 間たち、 ている たちを

ようと ても、自 の る も いのに

ら ないでし うという事で、自 は

であると いてしまいました。そこ ら

を ようと 、その はま 確な が

、い らない で自 の行き
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たい 、 りたいことを てみようと

な へ行きました。 で を手 たり、

の の で ト りをしたり、

と ではありますが、 の ス

ムの に しなくても で てい るん

なと、 たい にいる事も なん なと

うようになり、 で ン りを手 たり

と、 を ながらみんなでお を る

というのも、 に る は ン で を

て自 の で ン のご を ていた

よりも、こ ちの が なのでは、と う

ようになりました。 で が を

ていたので、 日 で を て、 いて、お

を んで、夜の 間も に に ごすと、

よりも でない と ました。

　その 、 登り 手なら で ない

という事で、 にある と う の頂

で の 事をします。３０００ ート

の さで、 に が の にあります。

が り、 がち こんと て、こ も

なと ました。皆が一生 いてお

を てち と みを ごす で、そ

のまま を いてそこで ごし、そのまま

てい るん という事を いたしました。

　そうこうしている に、 トナムで 業

をしている日本 に 会いまして、この り

みが に ていた 開 にリンクしま

して、ここ ら 業に を ち、 業で

間が していく で てしまう、 して

しまう を 業な の活動を して、

せ してい るのではない とという事

で トナム、 ア アで ていく事に

を して活動をして参りました。 トナムで

も がお を ごうと、そ が とホー

ン イの に ら て て、

が が ていく事に を ラ ラさせて、もの

すごく な もいるのですが、そんな

を て が 、 ら が なくな

たりで が み、日本と にな て

いくん なと させら るようになりました。

　事業としてはその ー スにも

アン ナを て、 ンガ ー の大 の ー

スを している と ンタク

トをとり、 と して回 ていました。

　 業に を ち て トナムにいる

に が がんを い、 告１年と

まして、１８ で を て とも一 に ご

す事も たので、１年間 の を よ

うと日本に てくる事にしました。日本で

が る を 、日本の生産 の へ行

て話を いて、 う 会と な 、事業

開を して活動をして参りました。 のは

い事なのですが、自 の に きま

して、 動 な は ン のご にな てい

たりと、生産 でいる には で

を ていた に自 がこの様な生活をしな

がら くしていこうと 、 が に生産

にな てしまいいましたが、こ が の

と 会 た の事でした。 になると く

が終 と ますが、 がある ら も自

になりますし、 を くにも で 登 な

い も登 たりしますし、自 たちは な

を たりして登 ることを せてもらい

ました。そうこうしている に 自 でもそう

いう らしをして行こう という事で、

に り きました。

　 に という る もあり、

があり があり、その間に ん があり、

があり、 に行 がいるし、あら る

、自 が とする が ている

事が る理 と います。 に いて

らは一次産業の で な 、 を動

しながら んでいきました。そして 自 で

もお りをしてみたい と い、 の にあ

る た 地を開 して自 が る の
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を たり、 ・ で の に に

がいる と に まり、きのこ な も

たりと、自 の らしを にして行く

をしていました。動 も を て を

させたり、 を てきて たり、 を

てきて の を りで てみたりし

ました。今まで んできた事の 長 を

で しました。

　協力 としての活動にも参加しましたし、

みの日には の を してみたり、

で ンプをしてみたり、また 業で

は、 業と 自 な 業になりますが、

自 は らし をそういう に て行

ない なと。そんな で た ー ー が

ー ーで、日本 としてはこの

で 一 でしたが、 業な のバ クグラン

もバラバラなのですが、 に行 たりもしま

した。 の に ような事を て に

ろうとしている が るん という事に

たという事がここでの大きな で、今

は も という てはいますが、

で ことを ている がいるという

事がとても にな ています。

　 を知るた に に て行 た ですが、

今 さな で さな みをしているのです

が、 と て ら り さ た と う

とそうではなくて、 にいながら の を

連 て たり、 な に連 て行 たりと

しています。 業 業もそうでですし、 の

ん もそうですし、 に の はこのよう

な が いと ています。 ですが

てく ます。たまたまイン で 会 た

が日本に るとの事で、本 は まり

たのですが まで てく て、おそらく

に たイン は てではない と います

が、 らもス ーは た事がな たので連

してス ーを させてみたりしました。

ト ト へ連 て行 たり、 きを

に させたりと、本 であ 日本 のオ

ロロンラインには も り りますが、

ン で を たりご を る で、

まる事はありませんが、たまたま知り いに

な た と をして たりしています。

が でイ ントを したものですが、日

本のイ ントに が参加するする事はあり

ますが、 が日本の に せる にな

りますので、 に のイ ントを開い

て、そこに地 の と する を る事で、

の も で する ー ーも い

ものです ら楽しんでもら ています。 の

という なんですが、 アを開 ると

に行 た で、 で 行の が楽

し ます。バーの ンターがあ て、そこで

は で み を ような、 で に

た様な になります。 の には次の日

にま くらにてお を て ち をして

もらい、お いに をも て楽しみます。

　ス ーブ・ ブ も ていますが、

ク ング・ ・ という事は、

に てきた 、 なアン ナが が てい

くん という事で が が ている、 が

が ているという事もあるのですが、 い

を自 ら ようと て自 ら に行こ

うとしていた に、 に な ら さ

い に りてきたのですが、 に さい みと

いう が に が て行くという事を さ

せら ました。 に を る事もそうですが、

に に を る事によ て が て行くと

いう事も りました。 の の で、

業で ー ーというプログラムで ラン

アの を ていますが、そ こそ

よりも 地な で 関も もない で

を るよと すると、次 ら次へ

と ら てきて、 い事をしていると

楽しい事を ていると、 なん 関 なく

その に会いに行く事が ています。ここに

て る も イクロ トで く たちで、

なアン ナを ている たちで、とても

い です。

　 も とりで 業を ていく事をみんな

理 ろうと ましたが、 には な

間と て行きたいとの い ら、 定・計

は いのですが、 んな が手 てく

て一 に を いでお を てきました。

は今までの ら、た お を て

してお を いで終りというのを している

のではなくて、 な と が ていくた の

業で、自 が ていく でもありますし、

間たちにも させていく でもありますし、

一 に て、 が て行く でもあります。

さとは と と てきた事で、

は たちに てきた事なのですが、 本
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の 本。 本として な が ま

すが、地 にはたくさんの 本が します。

お で そんなに ないでし う

と ますが、 という さがある ら、

な さを していき、 さの 念

という を していくと地 の らしも

さ てくるのではと います。 自 、

は に の ら 事を へ てい

きましたが、今は一 の らし ら一 の解

を い し、そ を し していく事

を しています。自 に ま た には 間

が ではなくて、自 がある らこそ さ

を できる と理解しています。

　 はグローバ と う でありましたが、

今はロー を ースに の が さ てい

ます。 な が てきますが、 するにこ

の地に 一 とりが に ていこうと

、手を り る は手を り て、連

しながら ートしながら て行こうと

います。今年は１年 ですが たより が

ありまして、自 に動 るなということで、

い活動をしました。そ は を回り、 地

にアイス ームを ていく事で、 は

の り の り、 を

した、本日一 に例会にお した、 ロ

さんの のお さんでした。この の

さんが今までは大きなイ ントで の を

していたのですが、 ロナの関 でイ ン

トが ないという事もあり、より さなス

ケー で ろうという事で んなお へお

して、 ラン ら る へアイス ーム

を てみような と、 地を回 てきました。

　 に 生さんたちによく うのですが、一

とりの みが が て行く事が、自 が

を変 る 間にな るという事を して生

きて行こうという事で、もは 定さ うな

る らない の なので、 が くて う

したい を 、変 を るのではなくて、

あなた自 が変 になりなさいという事で、本

日の卓話を くくりたいと います。本日は

お きいた きありがとうございました。

（第２０号・第２１号）合併号
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第２１回　３月２ 日

会員総数 ………………２６名
出免会員 ………………３名
出免出席 ………………２名
基準会員出席 …………１３名
出席率 …………… ６０．００％

第１回　 月 日

欠席会員 ………………７名
内メイクアップ ………０名
修正出席率 ……… ７３．０８％

・ ロータリークラブより２月会報と３月例

会 を しました。

・深川、妹背牛ロータリークラブより３月例会

を しました。

・ 川ロータリークラブより１１月と２月の会報

を しました。

・ 様、ようこそ留萌ロータリークラブへお

いで さいました。本日はよろしくお願い致

します。　 　辻 会長

・ 様、本日はよろしくお願いします。

　 燕幹事

・ 様、今日はおいでいた きありがとうご

ざいます。楽しみにしておりました。

　 福士 会長

幹事報告 ・・・・・・・・・・・・・・ ニコニコＢＯＸ ・・・・・・・・

会員誕生日

　 　 　 　

　 　　　 　

誕生日

　 　 　 美子

結婚記念日

　青　山　貴　幸

煙本日

　「  会」

　会 クト　 　  会員

煙次週予定

　－法定休会－
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・ をいた きました。　 会長

・ 様、本日はお越しいた きありがとうご

ざいます。　 会員

・ 様、ようこそ留萌ロータリークラブへ本

日の卓話よろしくお願い致します。

　 関野会員

・ の の 大変お 話になりました。

　 会員

　前　回　　３１，０００円

　今　回　　 ３９，０００円

　累　計　　１０，０００円

来賓卓話「 い 」
　　　 日本 会 区　

　　　　　　  留萌 リスト 会

　 　

　本日はお きありがとうございます。この１

年の間、 の でまとま た

の を前にする 会がな たのでとても

を ています。 を しながら自

にいる ですでに が くな ていまして、

理 の り をご 知です  さが

あ て る り を しながら ると、

こう ら てくる 知ら に対して

を いたと してしまうあ です。ロータ

リーで んな話をしよう と て に

していたら、あ ロータリークラブの事

きなの と 議な になりまして、 う

もすみません はとても な なので う

今日は もちを楽にしてお き いいた

と います。

　本日の ー である とい

う はとても 会 な です。 会の で

は たに くことのない と ていま

した ら、 幹 さん ら今回の 話の を

た に と に いて きたいの と

いまして、 はお ろいた です。 会

に に いて に ている

たちがおら ると知 て 動を ました。そ

して、 の であるス ホ でロータ

リークラブをググ てみました。おおよその様

をざ くりと した第一 は、 会 ら

の を に いた なと いました。

の を て てきた たな 動 。ここ

には の がないので、 と ながる

を ている に大きな があるん と

います。ではそろそろ、 し な話に

て行こうと います。

　この はロータリークラブ の で、

業と を な た と ます。

　 による の

　 　 ・ ・ な に、 しんで

ること。 に する 　

　 　 を て 会な のた に

くすこと。 会に する

　 　 が を く ること。 で

しております

　

　 リスト 会の が する と は、

の への と への です。

への と、 への とは に とい

うと、第一には を り行うこと、第

に の を ることを して と

のた に いています。

　 には、 ら へ、 ら への

の があります。

・

　 に て と を する 間 ら

への ものとしての があります。 な

は 日 日の に さ します。

日 日 にも を行う き日、例

した の 念日な にも な り する

もおります。 にと て、 に す

ることは と に生きることの です。 間

に会うことが楽しみで参加する も ます

も、 しくできる との 会い もまた

らのお みです ら大変 なこと と

います。そして の ら ることは、

参加自 が への い ものにな てい

るという事です。 の一生という ら た の

間を のた に うのは、 に を てい

るのと ことです。 への ものの も

い を に る の に せていた いて

います。

 ・・・・・・・・・・・・
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　もう一 、 ら へ ている がありま

す。そ は りです。 で

なく、 の 事 自 ・ ・

・ ・ ・ な に関 を

て知る 力をします。そして、 しみを背

ている を い、 い らの解 を

ています。 は 年の に の は９６

で しました。 を してリ リ に

していたので、 ロナ にな て らは

会が うように にいた に、いよいよ

が ていると知らさ ました。このまま会

に るの と い、 しい を に

したら の が ています と

ー を せてく ました。 議と な

しさが和ら ました。 のた に てく

ている なのに、 の ちが和ら のです。

てく ている がいる、応 してく る

がいる、そ で の ちが和らいで

が るのです。 るというのは、 みくもに

願い事を い 行 ではなくて、 しい

に いを せて 様に て るということ

と います。 ら への です。

を る りもあ 、あまりにも な

を く りもあります。 も、 りは し

て に ることはないという事を一

ていて しいと います。

・

　では次に、 において ら への

に いてお話しします。 トリ クでは

と で、 会では と んでいま

す。 ンと を いる です。 リスト

の での を 念して ンを リスト

の 、 を リストの しい の の

として いて行います。 な を解

すると 間 になるので、 をこら ては

し ります。

　

　ここで皆さんに です。 に しい を

ます。 にも イクを ませんので

ご く さい。自 なりの を し らせ

てく さい。皆さんにと て、こ は 様のお

みに間 いないと い る 事はあります

そ は一 でし う 　 会では、 の

みであることを して行 ていることが２

あります。一 は今お話しした 、 ン

と の です。 会はこの ンと

を の みであることが間 いないと し

ています。もう一 は、 です。こ は一

の が一生に一度きり ら る の み

であると 会が しているものです。そ

に いものです。 と は らの

みで間 いありません。この２ は 会に

て た がす に ることは残念ながらで

きません。 な事 を して、 な

ちで大 に みを ることが るように

間を ます。 がみ ちりと、い 、 し

くご いたします。

　そ なら、 て 会に行く はない

は、 で みは ももら ないの と

もし ません。い い 、大 です。

が話す の に いた ー 、こ

は さ た が う の業なので、

はもちろんとても大 に して に

らの ー を る 力をしていますし、

たちも なりの 力をも て く いて

に の みに ろうとして ています。

はこ を みこと に ると

います。 の一 に、 たちが生きてい

る地 この は の によ て

さ た であるという が ていま

す。 リスト の を で オロ ー

と いますが、 リ で の

という を ちます。

の を いて、 を とする に

の をよく るように て を すのが

の です。

　さて、ここまで なり大 ではあります

も、 が と に をする での
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本の をお話ししました。 の で、

は さまと 会 の間で の の 役

を ていると ても いと います。 し

の背 に いて し ますと、 はク

リス ンの のもとに生 て、生 年く

らいの に を ら ておりまして、自

の 生の としての ではな たので、

には を たものです。 に を

ていた はバブ ま た で、 は

の の た を た で て

いたのを ています。大 に さ る 行

を うことに は が てませんでした。

て てしまうような しいものにでは

なく、大事にさ て を ものに自 の

を たら いなと ん りと ていまし

た。ものを る にもあこが を ていま

した。まあ、様 な 会いと ラ が あ

りまして、 と に るという い生き

を をして今に ります。まあ、 こ

よく うと は自 の 生をまるごと に

たという です。

　 会ではい も をします。 では

 するという行 です。 会の は、

で に るもので、 には動 の

でした。 リストの の が、 の

の いの となる との しい であり、

もう には生 が とさ ません。そ で

も ものをするのは、 への を す行

であると に、 を ている たちへの

として ち うた に いら る を

ものであるのも大きな理 です。 リスト

の の は、 で う の 、

く ている が なく ている と ち

うことの まりであ たと ます。

　 の で ら ていた動 の

生 には な 定がありまして、 の

ものである牛は１ の で が一 ない も

いものを るとさ ています。 への

ものは して で自 にと て のない

た であ てはなら 、 のものを

り て りす りを る には とこ

ろがあると います。

　今日 たい とは、こ は で うと

です 。 リ ーは 行 で

あり、 りを ないというのが大前 と

ていました。 が、 年 のある る

さと は りが ちりとあ て、 し

ろ りを ない が 議 と ん

りの 度に ます 。 の

、 に をすると、 の対 に

なりますとア ー する が になりまし

た。 の動 が への が ていた

としても、 として が して 活動が

活 にな に があると るの なと

ます。

　 りを て行う が のようなもの

ると、 に いたと 話があるので

します。

　ある によると、 の に た

には のラ に た が き

に ら ていて、 の インを ると

手な が たそうです。そうすると ちは

こ て インを ん ん て、 の

しを しいがままに たの ろうと ら

るようです。一 、 プトン というのはと

ても さな の インであり、 が１日生きる

た の リ リの と ています。

　

をもう一 します

も の

イ スは の いに て、 がそ

に を る様 を ておら た。大 の

ちがたくさん ていた。ところが、一

の しい も が て、 プトン 、

すな ち一ク ランスを た。イ スは、

たちを せて た。 は きり

ておく。この しい も は、 に

ている の で、 よりもたくさん

た。皆は り る ら たが、この

は、 しい ら自 の ている をす

て、生活 を た らである。

ちの

イ スが に ようとさ ると、ある が

り て、 ざま いて た。 い 生、

の を には、 をす よいで
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　 うです 皆さん、この話は ですよ 。

ちが の に るよりもラク が の を

る がま しい て、 うです この

の 理では と ているんですよ。

も はこのように ます。 リストのこ

の を ら に た が、 活

動 活動を たのではない と。 しん

で ることし な た と ように

しみを る 産 の リスト はたくさん

いる です。その が 産 で

ている も しているの としたら、 産

の事業で さ ている が いる 、

一 を り うことは ではありませ

ん。

　 トリ ク 会の 話の一 に次のような話

を いたことがあります。 様が 会の

で に した の ー を話したら、

会員の一 が本 に自 の を て を

てきたそうです。 いた は、 いでそ

の を い して ち に して いました。

あなたの ものは確 に りました。

こ らはここを の として、あなたが 理

してく さい。 んな を がお になる

を てよく くしてく さい。

　 に自らを る生き とは、たと この

ようなことなの と います。 にはできる

この を て自 の ち をあた も

らの りものと て、 が るように

理する。自 の ち が、 の役に な

ら しま に ち うのです。 あ る

のとち と います。 ち をす ら ん

にする はないでし う。こ らも に

ち いながら生きて行こうとするなら、

き と 様の をいた いて、地 会、

が、自 も も が今より 日、 日よ

り１年 がより くな ていくは です。

　 で本日の 話は終了です。

し う 。 イ スは た。 な 、 た

しを い と うの 。 お とりの

に、 い は もいない。 すな、 す

るな、 な、 するな、 い るな、

を という をあなたは知 ているは

。 すると は、 生、そういうことは

みな、 の ら てきました と

た。イ スは を 、 しんで た。

あなたに ているものが一 ある。行

て ている を り い、 しい に

しなさい。そうす 、 に を ことに

なる。そ ら、 たしに いなさい。その

はこの に を とし、 しみながら

ち た。たくさんの 産を ていた ら

である。イ スは たちを 回して

た。 産のある が の に るのは、な

んと しいこと 。 たちはこの を

いて いた。イ スは に を続 ら た。

たちよ、 の に るのは、なんと し

いこと 。 ちが の に るよりも、ら

く が の を る がま しい。 た

ちはますます いて、そ では、 が

るの ろう と いに た。イ スは

らを て た。 間にできるこ

とではないが、 にはできる。 は でもで

きる ら 。
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